
スマホ／タブレット／パソコン
などを使って

当日にリアルタイムで聴講

こちらから湘南東部総合病院
の公式サイトを確認できます

当日自由に視聴できます

湘南東部総合病院
☎0467ｰ83ｰ9111（代表）
茅ヶ崎市西久保500

お問合せ

　日本人のがんの死亡原因で常に上位に
なる「肺がん」。早期に発見することだけで
なく、適切な治療を受けることが重要なが
んです。最新の肺がん治療について、その
種類（選択肢）や手術、薬物療法など、医
療の進歩の様子とともに解説していきます。

肺がんの治療について（仮題）

WEB上で視聴（オンライン受講）参加方法

７月31日（木）14:00から日 時

副院長岩﨑 正之
呼吸器外科
湘南東部総合病院

講 

師

医学講座 申込み不要・無料

＊Wi-Fi 接続をおすすめします

当日、パソコンやスマホでご自宅視聴

事前申込みが必要
こちらのサイトから

７月29日（火）11:00まで

湘南さくら病院
☎0467ｰ54ｰ2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

お問合せ

　認知症の介護やケアに当たっている人
が感じる「対応はこれでいいのかな？」とい
う気持ち。パーソンセンタードケアでは、5つ
の心理的ニーズが満たされることで、認知
症患者に質の高い生活をサポートできると
考えます。この実践方法などを紹介します。

ありのままのその人を大切にする～パーソンセンタードケアのお話～
Zoomでリアルタイム視聴参加方法

７月30日（水）14:00から日 時

作業療法士嶋木 貴章
リハビリテーション科
湘南さくら病院

講 

師

医学講座 視聴無料・申込制

医療法人 大樹会（社団）介護老人保健施設

ふれあいの桜

藤沢市遠藤446-1
（無料バス通勤できます！）

sakura-rk@fureai-g.or.jp

0466-86-9311

お気軽にお問合せください。

介護福祉士

介護士

常
勤22.5万円～

非常勤1３５０円

月給
例

時給
例

緑に囲まれた、広くきれいな老健で一緒に働きませんか？
ブランクのある方でも、しっかりサポートいたします。

年間休日
124日

ボーナス
4カ月分/年

（昨年実績）

年間休日とボーナスは常勤

介護士
さん大募

集！
介護福

祉士・介
護職員

初任者
研修修

了者

（ホーム
ヘルパー

2級）

茅ケ崎駅北口から徒歩５分

ご応募はお電話かＨＰから

0467
 （86）6530

などなど

■ 保育所あり
■ 単身用の
  入居住宅あり

東館オープン2025年2月
 新病棟

茅ケ崎中央病院茅ケ崎中央病院

看護師・看護補助
大募集

CHECK
！！！

CHECK
！！！

本
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

た
ば
こ
煙
を
受
け
た
側
も
肺
が
ん
リ
ス
ク

有
害
物
質
の
受
動
喫
煙

　
　
　
肺
が
ん
の
手
術

今
や
年
齢
で
諦
め
ず
に
す
む
時
代
！

湘
南
東
部
総
合
病
院 

呼
吸
器
外
科　
岩
﨑
正
之 

医
師

気
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
院
の
『
呼
吸
器
外
科
』
で
は
、

肺
が
ん
、
転
移
性
肺
腫
瘍
、
自
然

気
胸
、
縦
じ
ゅ
う
か
く隔

腫し
ゅ
よ
う瘍

な
ど
を
専
門

的
に
診
療
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
早
期
に
発
見
し
、
早
く
か
ら
治

療
し
て
い
く
こ
と
が
鍵
と
な
る
病

気
で
す
」

つ
れ
、
体
力
が
落
ち
て
い
く
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
背
後

に
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
息
苦
し
さ
や
慢
性
的
な

咳
、
胸
の
違
和
感
は
、
肺
や
気
管
、

胸
膜
な
ど
の
『
呼
吸
器
』
が
、
病

　
（
岩
﨑
副
院
長
）「『
最
近
、
息

切
れ
が
気
に
な
る
』『
咳
が
何
週

間
も
続
い
て
い
る
け
れ
ど
、
風
邪

で
は
な
さ
そ
う
…
』
と
い
う
症
状

を
、
年
の
せ
い
と
思
い
込
む
こ
と

は
危
険
で
す
。
年
齢
を
重
ね
る
に

女
合
計
）
が
多
か
っ
た
の
は
、
肺

が
ん
の
７
万
５
７
６
２
人
で
す
。

男
性
で
は
、が
ん
全
体
の
23
．９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
の
大
き
な
原
因
は
、
た

ば
こ
で
す
。
喫
煙
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
他
者
の
た
ば
こ
煙
を
吸
い

込
む
受
動
喫
煙
で
も
リ
ス
ク
を
高

め
ま
す
。
肺
が
ん
の
罹
患
者
や
死

亡
数
を
減
ら
す
に
は
、
禁
煙
が
有

効
な
方
法
で
あ
り
、
家
や
職
場
、

公
共
の
場
所
で
の
禁
煙
は
、
国
民

全
体
が
健
康
的
な
生
活
を
送
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

が
原
因
で
死
亡
し
た
人
の
数
は

38
万
２
５
０
４
人
で
し
た
。
部
位

別
で
見
る
と
、
最
も
死
亡
数
（
男

　
「
が
ん
の
統
計
２
０
２
４
」（
公

財
・
が
ん
研
究
振
興
財
団
）
に

よ
る
と
、
２
０
２
３
年
に
が
ん

　

日
本
人
に
多
い
が
ん
の
種
類
の
中
で
、
肺
が
ん
は
、
罹
患
数
も
死
亡
数
も
長
く
上

位
に
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
予
防
に
は
、
た
ば
こ
と
無
縁
に
な
る
こ
と
や
、
肺
が
ん

検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

胃

大腸

大腸

結腸

直腸

直腸
前立腺

卵巣

肝臓

肝臓

乳房

子宮

胃

結腸

肺

肺

200

（
人
口
10
万
人
対
）

（
人
口
10
万
人
対
）

100

10

1

200

100

10

1

1979 1990 2000 2010 2022（年）

1979 1990 2000 2010 2022（年）

男性

女性

がん主要部位 死亡率 年次推移

「がんの統計 2024」を参照

「がんの統計 2024」を参照

取材協力

●日本外科学会
　　　　　　専門医・指導医
● 日本呼吸器学会
　　　　　　専門医・指導医
● 日本呼吸器外科学会
　　　　　　専門医・指導医
● 日本胸部外科学会 指導医
　　　　　　　　　　  ほか

岩﨑 正之副院長
  湘南東部総合病院
        呼吸器外科

　

ま
た
、
体
を
定
期
的
に
調
べ
て

い
く
こ
と
も
、
肺
が
ん
の
罹
患
者

や
死
亡
数
を
減
ら
す
た
め
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
「
健
康
診

断
」
で
は
、
体
の
全
体
的
な
不
調

の
兆
し
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
が
、

狙
い
を
定
め
た
病
気
の
有
無
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、「
検
診
」

が
有
効
で
す
。
が
ん
を
発
見
す
る

た
め
の
検
査
項
目
を
セ
ッ
ト
に
し

た
「
が
ん
検
診
」
で
あ
れ
ば
、
特

定
の
部
位
の
が
ん
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
国
は
が
ん
の
罹
患
者
と

死
亡
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
国
民

に
各
種
の
が
ん
検
診
の
受
診
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。「
肺

が
ん
検
診
」
で
は
、
40

歳
以
上
の
人
は
年
に
１

回
の
受
診
が
勧
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

自
治
体
ご
と
に
複
数

の
種
類
を
用
意
し
、
住

民
が
さ
ま
ざ
ま
な
検
診

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
「
肺
が
ん
検
診
」

は
ほ
ぼ
含
ま
れ
て
い
て
、
受
診
時

に
補
助
が
あ
り
ま
す
（
例
・
茅
ヶ

崎
市
／
40
歳
以
上
は
Ｘ
線
撮
影

１
０
０
０
円
。
特
定
健
診
と
同
時

受
診
は
７
０
０
円
）。
自
治
体
か

ら
肺
が
ん
検
診
の
受
診
券
が
送
付

さ
れ
た
ら
、
早
め
に
指
定
医
療
機

関
で
予
約
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
有

効
期
限
の
終
了
間
際
に
な
る
と
、

混
雑
し
て
希
望
日
に
予
約
が
と
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

肺
が
ん
は
、
予
防
し
や
す
い
病

気
で
す
。
自
分
自
身
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
定
期
的
に
検
査
を
受

け
て
い
け
ば
、
肺
が
ん
の
リ
ス
ク

を
減
ら
し
た
り
、
治
療
の
選
択
肢

が
多
い
早
期
の
段
階
で
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康
に
気
を

配
り
、
自
身
や
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
肺
が
ん
、
転
移
性
肺
腫
瘍
、
自
然
気
胸
、
縦
じ
ゅ
う
か
く隔

腫し
ゅ
よ
う瘍な

ど
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い
る
「
呼
吸
器
外
科
」
が
あ
り
ま
す
。
担
当
の
岩
﨑

正
之
副
院
長
＝
７
月
31
日
㈭
に
医
学
講
座
を
開
催
＝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

喫
煙
者
は
要
注
意

が
ん
検
診
の
活
用

　
（
続
く
）「
国
内
の
が
ん
の
患
者

数
や
死
亡
数
な
ど
の
調
査
統
計

で
、
毎
年
の
よ
う
に
上
位
に
あ
り

続
け
て
い
る
肺
が
ん
は
、
喫
煙
者

に
多
く
み
ら
れ
る
疾
患
で
す
。
た

ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は
、

肺
の
慢
性
的
な
炎
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
長
年
の
喫
煙
が
、
が
ん

細
胞
を
生
み
出
す
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

自
然
気
胸
は
、
肺
に
穴
が
開
い

て
胸
が
痛
み
、
息
苦
し
く
な
る
病

気
で
す
。
こ
れ
も
喫
煙
歴
の
あ
る

方
（
主
に
高
齢
者
）
に
多
く
、
痩

せ
型
の
男
性
に
罹
患
が
目
立
ち
ま

す
。

　

縦
隔
腫
瘍
や
膿
胸
は
、
初
期
に

気
付
き
に
く
い
病
気
で
あ
り
な
が

ら
、
進
行
す
る
と
圧
迫
や
感
染
な

茅ヶ崎市サイト「がん施設検診」ページを基に作成 ※表示は概要。詳細は確認を

乳房

子宮

■ X線撮影
■ X線撮影＋喀痰細胞検査

■ マンモグラフィ
■ 視触診＋マンモグラフィ

■ X線バリウム撮影
■ 内視鏡検査（50歳以上）

■ 便潜血検査

■ 頸部細胞診断

肺 40歳以上

胃
大腸 40歳以上

40歳以上

20歳以上

40歳以上

がん検診の種類 茅ヶ崎市の場合

胸
腔
鏡
に
よ
る
手
術

ど
を
引
き
起
こ
す
の
で
、
注
意
を

要
し
ま
す
」

診
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

不
調
は
年
齢
の
せ
い
に
し
て
放

置
す
る
こ
と
な
く
、
早
め
に
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
」。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院

受
診
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

無
料
通
院
バ
ス
有
・
駐
車
場
有茅ケ崎駅

寒川駅

香川駅

1
北口

中央公園

新湘南BP

45

市役所

茅ケ崎駅前

茅ケ崎中央
病院

文化会館

浜之郷小 北茅ケ崎駅

ココ

　
（
続
く
）「
肺
の
手
術
は
、
従
来

の
よ
う
に
胸
を
大
き
く
開
い
て
行

な
う
の
で
は
な
く
、
近
年
は
胸
腔

鏡
を
使
っ
た
体
へ
の
負
担
が
少
な

い
手
術
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
80
代

以
上
の
方
で
も
肺
の
手
術
を
受
け

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
今
は
年
齢
で
治
療
を
諦
め
る

よ
う
な
時
代
で
は
な
く
、
お
一
人

お
ひ
と
り
に
合
っ
た
治
療
方
法
を

医
師
と
し
っ
か
り
相
談
し
な
が
ら

改
善
に
向
か
う
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　

咳
が
続
い
て
い
た
り
、
胸
に
違

和
感
を
抱
え
て
い
る
方
、
ま
た
は

健
康
診
断
や
各
種
の
検
診
で
異
常

を
指
摘
さ
れ
た
方
は
、
当
院
の
呼

吸
器
外
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
術
に
よ
る
治
療
に
限
ら
ず
、
呼

吸
器
に
関
係
す
る
検
査
、
ま
た
は

病
気
の
経
過
観
察
な
ど
、
幅
広
い
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ナーシングホーム元町

茅ヶ崎市元町10-3
sono-motomachi@fureai-g.or.jp

0467-88-2500

まずはご見学を！お気軽にお申込みください 北茅ケ崎駅北茅ケ崎駅

1

茅ケ崎駅

茅ヶ崎駅前 一里塚

中央公園

茅ケ崎
中央病院

そよら
市役所

辻堂駅▶�

北口

文化会館
文化会館

駅徒歩
５分

1

ナーシングホーム元町

相談会 １日２組限定

介護付有料老人ホーム

国道１号沿い・そよら前

部屋増設 身近な介護 訪問リハ 生活訓練 通院付添

　運営実績２３年、地元の皆さまに「住む人に身近な介護ができる施設」としてご好評
いただいている「ナーシングホーム元町」が、共用空間を拡張し、設置居室数も増やして
新たに生まれ変わりました。
　当施設では、協力医療機関（茅ケ崎中央病院）から現役の理学療法士・言語聴覚士
が来館して入居者さまに提供する「個別リハビリテーション」が大変好評であり、さらに
施設スタッフによる「生活向上訓練」など、暮らし全般において、今ご自身でできることを
末永く続けられるように支援する取り組みを行なっております。
　加えて、ご夫婦またはお二人ご一緒のお部屋で生活できる「お二人さま用居室」を
用意し、さまざまなニーズに応えられる環境を実現しました。

ゆとりの共有スペースと居室数！ご夫婦（２名同室）部屋も充実。

新館 居室内覧できます！
ナーシングホーム元町

湘南ふれあいの園

７月12日土 ‒ 7月21日月
夏の入居相談会

ふれあいグループ 検索

1,200円～
時給

経験により優遇

非常勤

午後の勤務
、大歓迎

午後の勤務
、大歓迎

お問合せはお気軽に

勤務地 待 遇

※就業形態による

※

綾瀬市、大和市
    海老名市

  社会保険、労災、
 雇用保険から

選べる！
など完備！

★　★　★★　★　★

0467-88-1263
hoiku-jimu@fureai-g.or.jp

（ふれあいグループ担当電話）

ふれあい保育園

保育士保育士 コメディカル
大募集
コメディカル
大募集

ふれあい鎌倉ホスピタル 看護師 / 放射線技師 / 介護福祉士 / ケアマネ
〈デイケア〉 〈 居 宅 〉

■ 年休日１２４日  ■ 2020年竣工の新病院
■ ブランク明け歓迎　■ 鎌倉駅徒歩３分
■ ボーナス年４カ月分（昨年実績）           ほか

勤務
待遇
勤務
待遇鎌倉市御成町９-５

0467-23-1111
kama-hos@fureai-g.or.jp

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

茅ヶ崎市内
または
湘南エリアの
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募 経験ナシ
＋

力仕事
自信アリ

OK

医療用品などの仕入れ・出庫管理・配送業務！

未経験スタートの先輩多数
※

※普通自動車免許必須

応募先

茅ヶ崎市円蔵
370-20
（北茅ケ崎駅徒歩7分）

0467-84-0167
〒253-0084

フォーライフ企画
株式会社

正社員募集！
長期勤続によるキャリア形成
のため30～40代を積極採用

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！ 南東部総合病院 0467-83-9111 茅ヶ崎市西久保500

不安や痛みに
心を寄せる仕事。心を寄せる

看護スタッフ
募集募集

● 常勤または非常勤

● 医療費補助 など

詳しくはQRコードから

● 通勤に無料バス利用
● 看護師または准看護師 患者さまの支えになる温かなケアを

一緒に届けませんか？

　

○
…
「
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

患
者
さ
ま
に
対
す
る
説
明
や
案

内
が
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
く
、

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
こ
の

接
遇
の
良
さ
は
宝
だ
と
思
い
ま

す
」。
今
年
４
月
に
着
任
し
、
院

長
を
務
め
て
い
ま
す
。「
さ
ら
に

発
展
し
続
け
、
地
域
の
揺
る
ぎ

な
い
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
病
院
と
し

て
の
姿
を
考
え
て
い
き
た
い
」。

　

○
…
医
師
を
目
指
し
た
の
は
、

「
病
め
る
人
の
力
に
な
り
、
命

を
救
い
た
い
」と
い
う
ス
ト
レ
ー

ト
な
思
い
。
消
化
器
診
療
に
つ

い
て
も
、「
一
般
的
に
患
者
さ

ま
が
『
お
腹
の
辺
り
が
…
』
と

表
現
す
る
時
は
、
ま
ず
消
化
器

を
調
べ
る
こ
と
に
な
り
、
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
側
面
が
あ
る
」

と
語
り
、「
一
方
で
、
胸
の
辺

り
に
も
消
化
器
の
中
の
『
食

道
』
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、

下
腹
部
に
は
消
化
器
で
は
な
い

『
前
立
腺
』（
泌
尿
器
科
）
や

『
子
宮
』（
婦
人
科
）
が
あ
り

ま
す
。
病
気
の
種
類
で
は
、
完

治
し
や
す
い
良
性
疾
患
か
ら
、

が
ん
な
ど
の
悪
性
疾
患
ま
で
幅

広
く
、
最
先
端
の
知
識
や
ス
キ

ル
を
求
め
ら
れ
る
厳
し
さ
に
身

が
引
き
締
ま
る
」
と
続
け
ま
す
。

　

○
…
院
長
と
し
て
病
院
管
理

を
行
な
い
な
が
ら
、「
現
場
で
は

『
患
者
第
一
』
と
い
う
、
医
師
に

な
っ
た
原
点
に
立
ち
返
る
日
々

が
あ
り
ま
す
。
当
院
は
、
そ
の

時
に
必
要
な
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
が
数
日
後
で
は
な
く
、
す
ぐ

に
実
施
で
き
る
体
制
を
確
立
さ

せ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
を
第
一

に
考
え
た
医
療
を
、こ
れ
か
ら
も

追
求
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

真
っ
す
ぐ
な
瞳
で
語
り
ま
し
た
。

この「人」に聞く

   「
病
め
る
人
を
救
い
た
い
」

　
　
貫
徹
す
る
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
の
志

小松 弘一 医師
 （こまつ ひろかず）　　　　

湘南東部総合病院 院長
【消化器内科】

日本内科学会 総合内科専門医・指導医
日本消化器病学会 専門医・指導医

　　　　　　　　　　　　　　       ほか

ふ
れ
あ
い
の
渚

広
々
空
間
で
自
宅
に
活
か
す
リ
ハ
訓
練

半
日
で
終
わ
る
コ
ー
ス
も
あ
り

　

茅
ヶ
崎
市
中
島
に
あ
る
介
護

老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の

渚
」
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い

し
た
り
、
手
す
り
な
ど
の
福
祉
用

具
の
提
案
も
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
フ
ロ
ア
か
ら
は
広
々
と

し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
続
き
、
芝

生
の
中
庭
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
出
入
り
が
可
能
で
す
の
で
、

家
庭
菜
園
や
、
季
節
ご
と
に
草
花

の
観
賞
も
楽
し
め
ま
す
。

　

日
々
の
ご
自
宅
生
活
を
よ
り
快

適
に
過
ご
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
当

施
設
へ
見
学
、
ま
た
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
」。　　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

ま
す
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
普
段
は
自
宅
で
生
活
し

て
い
る
人
が
、
体
力
や
動
き
に
不

安
が
あ
る
部
位
・
後
遺
症
に
対
し

て
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
か
ら
身
体
機

能
の
訓
練
な
ど
を
日
帰
り
で
受
け

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
要
介

護
」
や
「
要
支
援
」
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

◇
１
日
コ
ー
ス

　
時
間
／
10
時
～
16
時
10
分

　
要
介
護
認
定
者
の
み

◇
半
日
コ
ー
ス

　
午
前
／
９
時
20
分
～
12
時
30
分

　
午
後
／
13
時
～
16
時
10
分

　
要
介
護
or
要
支
援
認
定
者

　

施
設
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。「
当
施
設
で
は
、
リ
ハ

ビ
リ
の
国
家
資
格
を
も
つ
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚

士
が
、
利
用
者
さ
ま
に
安
全
な
自

宅
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
有
効
な
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
体
操

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
ご
自
宅
に
も
訪
問
し
、
不
自

由
な
場
面
を
お
聞
き
す
る
こ
と

で
、
適
切
な
介
助
方
法
を
お
伝
え

施設外観中庭を鑑賞 ウッドデッキ

自宅に帰ってからも簡単にできるタオル体操

茅ヶ崎市中島1220

0467-84-6650

介護老人保健施設

ふれあいの渚
通所リハビリテーション

TEL

0467-84-665１
FAX

新湘南BP

→
茅
ケ
崎
駅

←
平
塚
駅

産
業
道
路

中島中学校前

コンビニ

中島中

ゴルフ場
道の駅

相
模
川

柳島
スポーツ公園
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一次選考：書類

地域の関係機関や企業に、
健康診断を案内するお仕事です。
地域への貢献度が高い職種です。

今回の募集は正社員

主な仕事内容

チャンス！！

応募先（勤務地）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3
茅ケ崎駅から徒歩６分

0467-
86-6570
kensin@fureai-g.or.jp

湘南健康管理クリニック営業
自動車運転免許 必須！

履歴書 職務経歴書

女性も活躍
中！

（未経験で
も応募可能

）

ご郵送くださいご郵送ください

勤務：茅ヶ崎,平塚,鎌倉などの主に医療・介護系施設での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！
パート
時給1162円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
医療費補助
 保育所
あり

ユニフォーム
貸与

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手 通所リハビリ担当

入所フロア担当
３名

１名

• 常勤/非常勤の選択可能
• 医療費の補助あり（勤務形態による）
• ボーナス年３回（ 同上 ）
• 社会保険完備 など

介
護
ス
タ
ッ
フ

待  

遇

募集

平塚市袖ケ浜1-12（平塚駅南口から徒歩12分）

湘南シルバーガーデン介護老人
保健施設

給与などの詳細、ご応募はこちら▼

silver-g@fureai-g.or.jp0463-23-7151

未経験
でも
大歓迎

今の時代に重要視されている職種です。
現場経験がなくてもご応募を！

お仕事の介護

困
難
を
乗
り
越
え
る
経
験

　

説
明
会
の
担
当
者
の
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
た
く
さ

ん
の
看
護
師
を
育
成
し
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
る
卒
業
生
の
活
躍
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
も

学
校
生
活
に
お
い
て
、
勉
強
や
不

　

20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
看
護
師

を
養
成
し
て
い
る
「
湘
南
医
療

大
学
附
属 

下
田
看
護
専
門
学
校
」

で
は
、
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
開
催
日
の
当
日
は
、
最
寄
駅

の
伊
豆
急
下
田
駅
か
ら
、
学
校
ま

で
直
通
の
無
料
送
迎
バ
ス
が
利
用

で
き
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た

　
　

サ
ポ
ー
ト
力
ま
で
養
成

湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学
校

☎０５５８‒２５‒２２１１

Shizuoka

静岡県下田市柿崎２８９
★

７／26土
8／27水
9／27土

学校説明会 ♦13：00～16：00
♦個別相談も可能
♦無料送迎バスあり
♦お申込みは
   こちら
　　　　

135
下田港 寮寮

学校学校

伊豆急行線
伊豆急下田駅

拡大図

下田看護専門学校
湘南医療大学附属

安
で
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
一
人
で
は
難

し
い
こ
と
も
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や

教
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
大
き

な
支
え
に
な
り
、
成
長
し
て
い
く

姿
を
多
く
見
て
き
ま
し
た
。
周
囲

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
看
護
師
を

目
指
す
学
生
に
と
っ
て
頑
張
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
困
難
を

乗
り
越
え
る
力
が
希
望
に
な
っ
て

い
く
過
程
は
、
看
護
師
と
し
て
現

場
で
も
必
要
な
経
験
だ
と
思
い
ま

す
。思
い
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、

自
ら
を
強
く
応
援
で
き
る
大
き
な

心
の
支
え
と
な
り
ま
す
。
看
護
師

を
目
指
し
て
頑
張
る
学
生
を
、
本

校
で
は
全
力
で
応
援
し
て
い
き
ま

す
」。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護

専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

静
岡
県
下
田
市
柿
崎
２
８
９

で
、
試
験
内
容
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
面
接
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
校
ス
タ
ッ
フ
は
、「
選
考

で
は
、
看
護
職
に
対
す
る
揺
る
ぎ

な
い
気
持
ち
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
評
価
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
看
護
師
を
目
指
し
て
い
る

高
校
生
、ま
た
は
社
会
人
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も

　

同
校
で
は
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
７
月
と
８
月

の
日
程
は
、
次
の
通
り
で

す
。▽

７
月
12
日
㈯

▽
７
月
26
日
㈯

▽
８
月
５
日
㈫

▽
８
月
23
日
㈯

 

い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

　

当
日
は
看
護
体
験
＝
写
真
＝
だ

け
で
な
く
、
現
役
の
看
護
学
生
と

触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
座
談
会

も
行
な
わ
れ
ま
す
。
学
校
生
活
や

看
護
の
勉
強
に
つ
い
て
の
ほ
か
、

入
試
の
体
験
談
な
ど
、
同
世
代
だ

か
ら
こ
そ
素
の
言
葉
で
聞
き
た
い

内
容
や
、
疑
問
・
不
安
の
相
談
ま

で
、
心
置
き
な
く
話
せ
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
体

験
は
、
進
路
の
決
め
手
に
な
る
こ

と
が
多
く
、
昨
年
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加
者
の
中
か
ら

多
く
が
同
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
今
宿
３
９
０

７
月    22
日
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

　
　

今
年
度
Ａ
Ｏ
入
試
開
始

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で
は
、

来
春
の
入
学
に
向
け
た
Ａ
Ｏ
入
試

を
８
月
15
日
㈮
に
行
な
い
ま
す
。

こ
の
試
験
日
は
Ａ
Ｏ
入
試
の
第
一

回
目
で
あ
り
、
同
校
で
は
多
彩
な

入
試
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
は

７
月
22
日
㈫
か
ら
８
月
７
日
㈭
ま

低
下
す
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
が
再

活
性
化
し
て
発
症
し
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
の
合
併
症
の
一
つ

に
、
水
ぶ
く
れ
な
ど
の
皮
膚
症

状
が
治
っ
た
後
も
痛
み
が
残
る

「
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
」
が
あ

り
ま
す
。

　

国
が
65
歳
以
上
の
方
に
接

種
を
奨
励
し
て
い
る
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
に
、
今

年（
２
０
２
５
年
）４
月
か
ら
、

65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
「
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
」
が
国
指

定
の
定
期
接
種
の
中
に
加
わ

り
ま
し
た
。「
帯
状
疱
疹
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

現
場
の
医
師
な
ど
が
、病
気
や
予
防
に
つ
い
て
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」。

今
回
は
、
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
鎌
倉
駅
西
口
か
ら
御
成
通
り
を
徒
歩
３
分
）

の
院
長
・
平
田
敏
樹
医
師
に
よ
る
、
帯
状
疱
疹
と
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
以
下
本
文
、
平
田
院
長
談
〉

京都大学医学部を卒業後、同大大学院医学
研究科を修了（医学博士）、同附属病院呼吸
器外科准教授などを経て、2021年６月から
現職。地域に根差した病院診療をモットーに、
特色ある専門外来の創設や、リハビリテー
ションのさらなる充実化に取り組んでいる。

平田 敏樹
医学博士
日本外科学会 認定医
日本呼吸器外科学会 専門医
日本胸部外科学会 指導医　 ほか　　

ふれあい鎌倉ホスピタル 院長

Dr.Hirata Today's hero
！今回の主役

Topics
 〈

取
材
協
力
〉

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

 ☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

　

予
防
対
策
と
し
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
現
在
日
本

で
は
、「
生
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
」
の
２
種
類
が

主
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
の
接
種

で
す
み
、
効
果
は
お
よ
そ
５
〜

10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
の
接
種
が

必
要
で
す
が
、
よ
り
高
い
予
防

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
、

病
気
を
抱
え
て
い
た
り
治
療
中

で
免
疫
が
低
下
し
て
い
る
方
で

も
可
能
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
副

反
応
に
は
、
注
射
部
位
の
痛
み

や
発
赤
、
軽
い
発
熱
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、通
常
は
軽
度
で
す
。

　

当
院
で
は
、
４
月
か
ら
鎌
倉

市
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象

者
は
、
今
年
度
65
歳
に
な
る

方
（
ま
た
は
経
過
措
置
で
対
象

に
な
る
方
な
ど
）
で
す
。
今
年

度
以
降
も
、
そ
の
年
度
中
に
65

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
が
毎

年
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
体
調
が

良
い
時
に
受
け
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
接
種
日
に
い
つ
も
と
違

う
様
子
で
あ
っ
た
り
、
体
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

現
場
の
医
師
が
解
説

 
今
年
か
ら
定
期
接
種
に
！

 
　　　     
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

  

平
田
敏
樹 
院
長（
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
Ｈ

ホ
ス
ピ
タ
ルＰ）

ウ
イ
ル
ス
が
再
活
性
化

「
生
」と「
不
活
化
」の
違
い

不活化ワクチン
（組み換えワクチン） 生ワクチン

病原体

病原体

バラバラの状態で
感染力をなくす

弱くする
（弱いけれど生きている）

不活化 弱毒化

ストレス

水ぼうそう

加齢

疲労

病気

ウイルス潜伏 再活性化

　

帯
状
疱
疹
は
、「
水
痘
・
帯

状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
神
経
に
沿
っ

て
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
の
片

側
の
皮
膚
に
帯
状
の
発
疹
や

水
ぶ
く
れ
が
で
き
る
こ
と
が

特
徴
で
、
時
に
強
い
痛
み
を

と
も
な
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
に
水
痘
（
水

ぼ
う
そ
う
）
に
感
染
し
た
人

は
、
そ
の
後
も
体
内
に
ウ
イ

ル
ス
が
潜
伏
し
続
け
て
い
ま

す
。
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
、
疲

労
な
ど
に
よ
っ
て
免
疫
力
が

3



ふれあい平塚ホスピタル
申込みページはここから

事前に申込みをされた方が受講できます

スマホ／タブレット／パソコン
などを使って当日受講

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463ｰ22ｰ4105（代表）
平塚市袖ケ浜１ｰ12

お問合せ

　年を重ねてからの骨折は、介護が必要
になるきっかけや寝たきりの原因になりま
す。それらの大半は、骨の量が減少したり、
質が劣化する「骨粗しょう症」と関係があり
ます。この病気を解説し、予防や治療法も
紹介します。

骨粗しょう症とは ～骨の仕組みと治療について～

WEB上で視聴（オンライン受講）参加方法

７月30日（水）15:00から日 時 講 

師
医師渡辺 偉二

整形外科
ふれあい平塚ホスピタル

医学講座 事前申込制・無料

当日に端末を
使って視聴

ネット接続できる
端末をお手元に

サイトから
事前申込み

茅ケ崎中央病院
☎0467ｰ86ｰ6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

お問合せ

　女性の８割が抱えている「月経の悩み・
苦しみ」は、実は適切な治療で解決できま
す。月経困難症の原因から治療までを、わ
かりやすくお伝えします。毎月の痛みに邪
魔されることのない、自分らしい毎日を送り
ましょう。お気軽にご視聴ください。

月経困難症を我慢しないで！あなたの笑顔を取り戻す方法
WEB上で視聴（オンライン受講）参加方法

７月25日（金）14:00から日 時 講 

師
医師信田 政子

ウイメンズセンター婦人科
茅ケ崎中央病院

医学講座 どなたも参加無料

介護職は一生
モ
ノ
で
す

鎌倉市
上町屋
733－1

0467‒42‒8666
ナーシングローズヴィラ鎌倉
介護付有料老人ホーム

rosevilla@fureai-g.or.jp 人柄重視 資格取得を支援 人に喜んでもらう仕事

チャンス！

介護スタッフ

２名
大募集!

このような方は、働きやすい湘南さくら病院へ。

ブランクがあって、再就職に不安が…。
「認知症ケア」を学びたい。

とにかく早く復職したい‼‼
取得した免許がもったいない！

湘南さくら病院
茅ヶ崎市下寺尾1833

（総務課・内田、真々田）
0467-54-2255
サイトに詳細あり。応募も可能　▶

ご応募・お問合せ

看護師・准看護師常勤も！非常勤も！ 大募集♪

　

国
道
１
３
４
号
か
ら
す
ぐ
の
「
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
は
、
診
療
費
以
外
の
特
別
料
金
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
整
形
外
科
の
渡
辺
偉
二
医
師
に
、
骨
粗

鬆
症
に
つ
い
て
＝
７
月
30
日
㈬
に
医
学
講
座
で
さ
ら

に
解
説
＝
話
を
伺
い
ま
し
た
。 　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

︱
︱
︱ 

で
は
、
実
際
に
骨
粗

鬆
症
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
ど
の

く
ら
い
い
る
の
で
す
か
？

　
（
渡
辺
医
師
）「
骨
粗
鬆
症
の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
は
、
２
０
２

３
年
10
月
の
時
点
で
１
３
８
万
７

千
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

具
体
的
な
治
療
を
受
け
て
い
な
い

人
（
潜
在
的
な
骨
粗
鬆
症
患
者
）

を
含
め
る
と
、
１
０
０
０
万
人
以

上
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱ 
骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
る

べ
き
で
す
か
？

　
（
渡
辺
医
師
）「
骨
折
で
す
。ち
ょ
っ

と
し
た
も
の
に
つ
ま
ず
い
て
転
ん

だ
だ
け
で
、
骨
が
折
れ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
骨
粗
鬆
症
に
よ
っ
て

一
度
骨
折
し
た
人
は
、
数
年
後
に

再
び
骨
折
す
る
と
い
う
調
査
結
果

「
寝
た
き
り
」の
き
っ
か
け
に

　

骨
粗
鬆
症
の
患
者
数
は
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
１

年
は
43
万
９
千
人
で
し
た
が
、

２
０
２
３
年
は
１
３
８
万
７
千
人

と
な
り
、
12
年
間
で
３
倍
を
超
え

て
い
ま
す
＝
上
グ
ラ
フ
。

　

高
齢
者
の
骨
折
は
、
寝
た
き
り

状
態
へ
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

が
多
く
、介
護
保
険
の
「
要
介
護
」

を
認
定
さ
れ
て
い
る
人
の
介
護
原

因
と
し
て
、
３
番
目
に
多
い
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
健
康
な
体
で
長

生
き
す
る
た
め
に
は
、
骨
粗
鬆
症

対
策
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

（
厚
労
省
）
が
あ
り
ま
す
。
足
の

付
け
根
（
大
腿
骨
頸
部
）
で
は
、

次
に
骨
折
す
る
ま
で
平
均
で
４
．

28
年
、
早
い
人
で
は
４
日
後
に
再

び
骨
折
し
た
と
い
う
症
例
も
あ
り

ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

骨
粗
鬆
症
に
よ
る
大

き
な
け
が
や
、
寝
た
き
り
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
有
効
な
方
法
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
（
渡
辺
医
師
）「
早
め
に
骨
粗
鬆

症
を
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
開

始
す
る
こ
と
で
す
。
ふ
れ
あ
い
平

塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
整
形
外
科
で

は
、
骨
密
度
を
調
べ
る
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
専
門
検
査
と
診

察
に
よ
っ
て
骨
粗
鬆
症
と
判
明
し

た
場
合
は
、
薬
に
よ
る
一
律
な
治

療
で
は
な
く
、
患
者
さ
ま
お
一
人

お
ひ
と
り
に
沿
っ
て
治
療
内
容
を

提
案
し
て
い
き
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

と
連
携
し
た
体
力
の
向
上
な
ど
、

病
気
の
進
行
を
防
止
す
る
た
め
の

幅
広
い
治
療
法
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

当
院
は
、
初
診
で
も
診
療
費
以

外
の
特
別
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
骨
粗
鬆
症
の
相
談
は
、
お

気
軽
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５
㈹

平
塚
市
袖
ケ
浜
１
の
12

徐
々
に
骨
の
量
（
骨
量
）
が
減
り
、

骨
折
し
や
す
く
な
る
骨
の
病
気
で

す
。病
院
で
は
、主
に「
整
形
外
科
」

で
扱
っ
て
い
ま
す
。
初
期
に
は
症

状
が
な
い
一
方
で
、
進
行
す
る
と

軽
く
転
ん
だ
だ

け
で
腕
や
脚
、

肋
な
ど
の
骨
に

ヒ
ビ
が
入
っ
た

り
、
骨
折
す
る

よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

︱
︱
︱ 

骨
粗
鬆
症
と
い
う
病

名
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
骨
粗
鬆
症
を
持
病
と
し
て
悩

ん
で
い
る
人
に
、
実
際
に
は
会
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

　
（
渡
辺
医
師
）「
骨
粗
鬆
症
は
、

初
期
段
階
に
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ご
本
人
が
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
進

行
し
て
し
ま
う
怖
さ
が
あ
る
の

が
、
骨
粗
鬆
症
で
す
。
発
症
し
て

い
て
も
、
治
療
を
受
け
て
い
な
い

方
が
非
常
に
多
い
と
い
う
現
実
が

あ
り
ま
す
」

　

高
齢
者
の
骨
折
の
多
く
は
、「
骨

粗
鬆
症
」
が
原
因
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
と

は
、
加
齢
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減

少
、生
活
習
慣
な
ど
が
影
響
し
て
、

2011 2014 2017 2023
（年）

2020

３倍
以上

43
万
９
千
人

54
万
４
千
人

62
万
９
千
人

135
万
９
千
人

138
万
７
千
人

150

（万人）

50

100

0

骨粗鬆症の患者数
厚労省「患者調査」2023年を基に作成 12

年
前
と
比
べ
て

３
倍
も
増
加
し
た
骨
粗
鬆
症

患
者
数
は
約
１
４
０
万
人

初
診
で
も
特
別
料
金
な
し

ま
ず
は
骨
密
度
の
検
査
を
！

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル・整
形
外
科

ふれあい平塚ホスピタル
整形外科

渡辺 偉二 医師

茅
ケ
崎
中
央
病
院

専
門
医
＋
サ
イ
バー
ナ
イ
フ
が
タッ
グ

先
端
医
療
の
力
で
乳
が
ん
を
追
求

手
術
・
化
学
療
法
と
並
ぶ
が
ん
の
三
大
治
療

腫
瘍
を
照
射「
放
射
線
」の
進
化

　

メ
ス
が
な
い
の
に
「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

4

4

4

」
と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
放
射
線
治
療
装
置
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
放
射
線
治
療
の
進
歩
の
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
、
が
ん
に
有
効
な
治
療
の

た
め
に
、
診
療
科
の
枠
を
越
え
た
協
働
体
制
を
築
い

て
い
ま
す
。
今
回
は
、乳
が
ん
治
療
を
紹
介
し
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
装
置
（
機
器
）
の

「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」
は
、
病
変

の
位
置
を
正
確
に
捉
え
る
自
動
追

　
自
治
体
の「
乳
が
ん
検
診
」で
は
、

視
触
診
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
茅
ケ

尾
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
、腫
瘍（
が

ん
）
な
ど
に
放
射
線
を
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
に
照
射
す
る
こ
と
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。
正

常
組
織
へ
の
被
ば

く
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
な
が
ら
、

短
期
間
で
放
射
線

治
療
を
行
な
う
医

療
装
置
で
す
。

　

あ
た
か
も
ナ
イ

フ
（
メ
ス
）
で
手

術
を
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
効
果
を

出
す
特
徴
か
ら
、

崎
中
央
病
院
の
乳
腺
外
科
で
実
施

し
て
い
る
乳
が
ん
の
検
査（
診
療
）

で
は
、
超
音
波
検
査
な
ど
も
加
わ

り
、さ
ら
に
「
細
胞
診
」

「
組
織
診
」「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
」
な
ど
、
受
診
者
ご

と
に
必
要
と
さ
れ
る
内

容
を
組
み
合
わ
せ
て
行

な
っ
て
い
ま
す
。

転
移
巣
ま
で
し
っ
か
り

　

が
ん
の
治
療
法
に

は
、
手
術
、
放
射
線
、

薬
物
（
内
分
泌
療
法
／

抗
が
ん
剤
／
分
子
標
的
薬
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
が
、
同
院
で
は
、
骨
・

肺
・
脳
な
ど
の
転
移
巣
に
対
す
る

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
治
療
も
可
能
で

す
。

　

乳
腺
外
科
部
長
の
村
山
章
裕
医

師
は
、次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
当
院
で
は
、
乳
が
ん
の
性
質

や
進
行
具
合
、
年
齢
、
他
の
病
気

の
有
無
な
ど
を
総
合
し
て
、
患
者

さ
ま
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
治
療

方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
浸
潤
が
ん
と
い
う
タ
イ
プ

は
、
リ
ン
パ
節
に
転
移
、
あ
る
い

は
血
管
に
侵
入
し
て
全
身
を
巡
り
、

骨
や
肺
、
肝
臓
に
転
移
巣
を
つ
く

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
当
院
で
は
、
乳
が
ん
転
移

巣
に
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
を
用
い
た
治

療
も
可
能
で
す
。
乳
が
ん
の
検
査
・

治
療
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
茅
ケ
崎
中
央
病
院（
取
材
協
力
）

☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０
㈹

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

「
ナ
イ
フ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
放
射
線
を
照

射
す
る
治
療
方
法
で
あ
り
、
全
身

麻
酔
や
切
開
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。保

険
対
象
が
次
々
と

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
が
登
場
し
た

当
初
は
、
頭
蓋
内
の
病
変
だ
け
が

保
険
治
療
の
対
象
と
い
う
限
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
次
第
に

保
険
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
が
拡
充

し
、
現
在
で
は
、
頭
頸
部
や
脊
椎

脊
髄
、
体
幹
部
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
疾
患
の
ほ
か
、
三
叉
神
経
痛

に
ま
で
対
象
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

治
療
で
は
、
入
院
が
必
要
な
い

場
合
も
あ
り
、
外
来
で
の
通
院
で

治
療
が
で
き
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
仕
事

や
家
庭
に
長
期
の
穴
を
空
け
る
こ

と
が
な
く
、
治
療
を
受
け
や
す
い

と
い
う
側
面
も
こ
の
医
療
の
特
徴

と
言
え
ま
す
。

定位放射線治療装置「サイバーナイフ」

岩井祐磨 医師
サイバーナイフ担当

村山章裕 医師
乳腺外科部長

放射線治療機器・サイバーナイフ

マンモグラフィ

茅ケ崎中央病院茅ケ崎中央病院乳がんは へ

茅ケ崎駅
徒歩５分

0467-86-6530
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